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医学の歴史の上で、生殖器のように男女それぞ

れに備わる特有の臓器は、性差を明確に区別して

対処されてきた。しかし、生殖器以外の臓器の性

差に関しては、ほとんど関心はもたれなかった。

近年、男女を分ける性染色体や性ホルモン、特に

卵巣から分泌されるエストロゲンの機能が明ら

かになるにつれ、それらが生殖器系臓器以外の臓

器に及ぼす影響は大きく、医学上無視できないも

のであることがわかってきた。小児科学や老年医

学が年齢の違いに基づいた医学であるように、性

差医学は男性と女性の生理学的な違い、疾患にお

ける臨床的な違いを明らかにする学問である。性

差医学から明らかにされたエビデンスに基づい

て実践される医療が性差医療である。 
では、性差医学はいつ頃、どのようにして始ま

ったのであろうか。従来、生殖器系疾患以外の医

学研究は薬の治験も含め、臨床実験も動物実験も

多くが男性、オスを対象に行われ、そこから得ら

れた結果を男女の区別なく用いてきた。その理由

として、男女共通の臓器に差があるとは考えられ

なかったこと、研究者側にとって、実験が月経周

期に影響されないため、一定の結果が得やすく、

費用や実験期間が節約できるという利点、患者側

には、妊娠の可能性のある閉経前の女性は薬や実

験から発生するリスクを避けられるという利点

があったことが考えられる。しかし、そのために

女性に関する医学データが極端に少ないという

状況が作られることになった。 
閉経前の女性の健康問題は、出産に関連したも

のが多く、エストロゲンの種々の作用のおかげで

多くの疾患の罹患率は男性に比べ低い。しかし、

閉経後、エストロゲンの減少とともに、動脈硬化

や骨粗鬆症の進行速度が増す。平均寿命の延長と

共に、女性の健康問題は生殖に関連したものから

生殖器以外の臓器の問題に変化してきた。そこで、

ようやく、非生殖器系臓器に関する女性の医学デ

ータが非常に少ないということが認識されるこ

とになった。生殖器以外の臓器の医学研究の対象

を女性にも広げ、早急にその後れを取り戻す必要

があると気付いたのは 1980 年代の米国の研究者

たちであった。 
米国では 1990 年に、NIH の中に The Office of 

Research on Women's Health（ORWH）が開設

され、性差が健康や疾患に与える影響についての

研究を促進するために、臨床研究の研究費申請に

は研究対象に男女を加えることを条件にした。

1991 年には巨額の資金を投じて大規模試験、

Women's Health Initiative （WHI）を立ち上げ、

閉経後女性の死や障害、QOL 低下の原因の究明

を目的にした前向き試験を開始した。こうして、

遅れていた女性医療の研究を強く推進した。

ORWH による研究面での女性医療の推進と平行

して、米国公衆衛生省に The Office on Women's 
Health（OWH）が設置され、女性の総合的な健

康の推進を目指して、①疾病予防事業の普及、②

研究、③一般人および医療従事者の教育、④医療

および科学研究領域における女性の地位の向上

という目標を掲げ、より実践面での女性医療の改

善を目指した。このような国を挙げての取り組み

は、これまで知られなかった医学的性差を次々に

明らかにし、医学の新しい領域として、性差に基

づ い た （ 性 差 を 考 慮 し た ） 医 学 ・ 医 療

Gender-specific Medicine（GSM）の幕開けとな

った。  
 
 
松田昌子��ロ��ール 
 
            山口大学大学院医学系研究科保健学系学域 教授、山口大学医学部附属病院 

「女性診療外来」主任。 
1973 年 山口大学医学部卒業。1976 年～1978 年 米国マウントサイナイ病 
院勤務。1978 年 山口大学医学部第二内科入局。1987 年 山口大学医療技術 
短期大学部講師。1988 年 同助教授。1994 年 米国ケース・ウェスタン・リ 
ザーブ大学循環生理学研究所（文部省在外研究員）。2000 年 山口大学医学 
部保健学科教授。2003 年 山口大学医学部附属病院「女性診療外来」主任（併 
任）（現在に至る）。所属学会：日本内科学会、日本循環器学会、日本性差医 
学・医療学会、日本女性医学学会。社会活動：山口県医療審議会委員、山口 
県医師会男女共同参画部会部会長。 
 

  

 

 
株式会社リバネス メディア開発事業部出版制作室室長 磯貝里子

 
自分が理科を好きになったきっかけを振り返

ってみると、それは小学生の頃まで遡ります。男

女の双子の姉として生まれた私（と弟）に、父親

は本をよく買ってくれました。そのうちの一冊、

植物についての学習まんがが、その後の私の進む

道を決めたといっても過言ではありません。しか

し、弟のほうは、その本に見向きもしませんでし

た。同じ環境で育ったら、必ず同じものに興味を

持つ、というわけではないようです（もちろん、

共通で好きなもの、嫌いなものもあります）。現

状の統計データを見ても、改めて、男の子のほう

が理科に興味を持ちやすいという事実を認めざ

るを得ません。 
では、女の子が理科に興味を持つためには、ど

んなことが有効なのでしょうか。 
私の勤める株式会社リバネスは、小・中・高校

に出前の実験教室を提供しています。担当の先生

にヒアリングしながらつくるカリキュラムは、学

校ごとのオーダーメイド。共通しているのは、若

手の研究者の卵、理系の大学生・大学院生がスタ

ッフとして学校に出向き、専門知識を伝えたり、

実験操作の補助をしたりするだけでなく、自分の

研究をわかりやすく、かつ熱意をもって語ること

です。学校の先生が実験教室を取り入れる目的は

さまざまですが、生徒がスタッフとの会話を通し

て、理系大学に進んだその先の自分の姿をリアル

に想像できるようになることを重要視されてい

ます。都内のある女子校では、リバネスの実験教

室を毎年実施したことにより、理系選択者が増加

したという実績もあります（現在は実施していま

せん）。この学校では、実験教室の後にかならず、

生徒がスタッフに大学や普段の生活の様子を聞

くなど密な会話ができるキャリア交流会を実施

していました。理系に進むと大学でどんなことが

できるのか、ということと同じくらい、その世界

に行ったら「どんな人がいるのか」「どんな人に

なれるのか」ということも重要なのかもしれませ

ん。 
一方で、実験教室では伝えきれないサイエンス

を届けようと、高校生向け科学雑誌『someone』
を 2006 年に創刊しました。デザインコンセプト

は「女子高生が持ち歩いてもはずかしくない可愛

さ」。サイエンス誌にはコンピュータグラフィッ

クスが多用されがちですが、あえて手描きのやわ

らかいイラストを採用しています。そして、イン

タビュー記事の割合を多くし、研究に携わってい

る「人」の魅力を書くことを大切にしています。

大学生・大学院生向けには、女性の博士号取得者

の活躍をインタビュー記事で紹介する書籍『好き

になったら博士～博士号の使い方 WOMAN～』

も発刊しました。 
女の子が憧れるような、理系の素敵な女性をも

っとみんなに知ってもらうこと。理系の女性が活

躍できる場所を、私たち自身の活動によってつく

り出すこと。それが、理科が好き、理系に進んで

やりたい研究をする、そんな女の子を育てること

につながるのではないかと考えています。 
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